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高齢者の生活実態珊一養護老人ホーム入所女性のライフコース分析

　赤星ﾈL子　　元福岡教育大　平田　昌

　花崎正子　　西九州大家政　河野孝子

「九州における高齢者の生活実態」を解析するため「佐賀県伊万里市

～Ⅳ－」に続いて実施した 「佐賀県の養護老人ホームにおける－Ｖ

調査研究の１部である。養護老人ホームでは、女性入所者か多く、その入所期間も

養護老人ホームにおける老後生活も、女性問題ということかできる。　また、結婚歴

子の有無。入所時年齢等においても男女差が顕著である。本報告では。女性入所者に絞

てそのライフコースを分析し、ホーム入所に至った原因を探りたい。　そこから今後の九

における高齢者の生活のあり方への示唆を得たいと考えている。

方法　調査期日は、昭和62年７月第4 ･　５週目である。調査対象者は、伊万里市と三養

郡の２ホームの入所者である。調査方法は、ケース記録と日誌の転記、さらに入所者の

数に質問紙法による面接調査を実施した。本報告で用いるのは女性入所者1 0 4 名の中、

治30～39年生まれ38 , 40～大正５年生まれ37、6～16年生まれ25の100名である。

結果　入所女性の生活歴を、結婚と出産の経験の有無によって、子の生存、離婚・再婚

別の経験の有無を分類すると26のライフコースモデルが得らIれる。該当者があったのは

コースである。この分類表をみると、未婚者８、既婚・出産経験なし40、既婚・出産経

あり52となり。さらに離婚経験あり31 、再婚経験あり30である。入所女性のライフコー

は多様であることかわかる。　なお、本報告の対象者は、養護老人ホーム入所者の極一部

であるということに留意したい。　また、調査結果を今後の高齢者の生活への提言に生か

には、現入所女性の生きた時代背景・生活階層についての掘り下げも必要であろう。

A 17 九年期における配偶喪失

福岡教育大　　高橋久芙子

　目的　配f馬喪失についての研究は、老午期において一歓的に・奪性t もつ研究課題で濁

ろヒ考えられろ。3俵の独立と定年退職の危機をの')越λて適応しれ大婦も. 老午期には

守らに、配偶考との死則いヽうiL大な危機に直面しなければならない。本冽充では、it偶

溥と<n 死朗といウ予測nべt手熟への準備にフいての戈鴉い行動、配偶庖の死によ、て生

じた生彊変化、情繍屈合や子伍との同列層意識への配偶喪失の影響なヽどを放討した。

　方法福岡市と北九州市の軽t尤人7＼--ム３ヵ所と北九州市と秀傷市の老人クラア玄通

して、配偶考と死?'Jしていろ60歳以上の勿､配ｲ良港t対象に調査を行、た、調査時期は/9S?

年/2月で｀あろ。回H5Cした調査京のな力ヽから記入もれが夕jいもり?除寺、配偶考と死朗時の

年齢が肪歳以上で死別後の期間か2D午木満で^伏がいろ考を垣びだし、分析の対象としre.

ﾉ加杵の対象となっt'tンアルの教は、I?性/舛人t 々性Z卵人であろ。

　脇果　配偶渚と死別後のことについて、大婦で･茄し令ったことがな力ヽつT-: という溥が年

数近くいろ。蔀し合。たヒい7 ても男性の弔AにI人は、妻に先±nれた場冷ヽのことを倦

丸してはいなか。た。死別後の生娼変化でヽはまず、老後不李や孤独感が強ま、ていること

が季げられゐ。ヒくに男性の狐独蔚が強い。さらに、男性・家今時哺の増加に対し、そ性

では逆に家手時間が減少し友人k の良際の増加ヵ-pl立つ、配偶考と死別後は、信頼・理解･

愛情といった債嫡的統合欲収の相子として、子供は配偶漕には及ばないまでt*零な役劉

れまtzしていゐ。しかし. 子供との同別層急識への剛両喪失・彩響は少なく、そ雅では令

制、男性ても3刺の渚が死別狭り現在でもーt:して孔唇t 望んでいφ。


